
令和3年度

「ふるさと学習×プログラミング学習」

授業の様⼦はこちらのQRコードを
読み取ることで⾒ることができます

道志村⽴道志⼩学校



超スマート社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０）を踏まえ、本校の学校教育⽬標「郷⼟愛の育成」を図
るために、本校の教育課程の中で実現可能なことについて、各学年の発達段階に応じて「プログ
ラミング学習」の活⽤を図っていくための契機としたい。また、⾃分たちの学習過程を振り返り、

困ったことを挙げて、プログラミング（遠隔操作）を活⽤したいことについて出してもらい、実
現に向けたシステム構築を検討する機会としたい。

概要

「ふるさと学習×プログラミング学習」

１．⽬的
道志村の発展に希望を持ち、プログラミング学習で学んでいることを⽣かし、⾃分たちでで
きることを考える。

〇 ⽣活科・理科・総合的な学習の時間等で野菜などを育てた過程を振り返り、プログラミング
（遠隔操作）でできると便利だと考えるものはないか考える。

〇 道志村の発展のために、未来（超スマート社会）において、プログラミング（遠隔操作）の活
⽤を図ることができるか考える。

２．授業のねらい
〇⾃ら⾒出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に⽬を向け,テクノ

ロジーを⽤いて創造的に解決していこうとする態度を養う。
〇ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性へ

の関⼼を⾼める。

３．メインクエスチョン
〇クレソンづくりに役⽴つ発明をしよう

４．評価
【思考⼒・判断⼒・表現⼒等】

⾃ら課題を分析し,適切な⽅法で表現しようとしている。(発⾔・活動)

【学びに向かう⼒・⼈間性等】
課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしてい

る。
(発⾔・活動)



表 裏

あらゆるセンサーを専⾨知識なしで
接続が可能

※通常、⼤学以上の知識が必要で技
術習得に時間がかかる

電池で動く⼩型コンピューター（マイコン
ボード）は世の中にまだなく、作ったもの
をすぐ動かすことができる

※通常、電池パックをつけたりすることで
動くがここの接続にも専⾨知識が必要

School be Myself の頭⽂字
Schoo My をとり、スクー
ミーとしています

学校の課題を⾃分たち⾃⾝の
⼒で解決し、先⽣を喜ばせる
ことが、学校の休み時間の短
い時間でもできてしまうくら
い簡単なテクノロジーを⼦ど
もたちに届けたいという思い
からできた⾔葉で、左の写真
の⼩型コンピューターを「ス
クーミーボード」と呼んでい
ます。

距離センサー
→近づいたことを感知

光センサー
→明るさを感知

例）暗い状態で、⼈が近づいたら、⾳がなり、光で危険を知らせる

つなげるだけ

製品）センサーをつなぎ、プログラムをすることで、単四電池１本で動く仕組みを作ることができる
世界初の技術の⼩型コンピューター「スクーミーボード」を開発し、販売しています。

LED
→光る

スピーカー
→音が鳴る

スクーミーボードの説明

USB接続

USB接続

書き込み機

⼩型コンピューター（スクーミーボード）
にセンサーを動かす指⽰を出す

仕組み）

プログラミング



道志小学校「ふるさと学習×プログラミング」指導計画 
題材名 クレソンづくりに役立つ発明をしよう 

ねらい ・自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テクノロジーを用いて創造的

に解決していこうとする態度を養う。 

・ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性への関心を高める。 

評価の観点 ・自ら課題を分析し,適切な方法で表現しようとしている。(思考・判断・表現) 

・課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしている。(主体的に学習に取り

組む態度) 

 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 

内容 〇道志村,および道志小学校

でクレソンを育てている

理由を確認する。 

〇道志村,および道志小学校

でクレソンを育てている

理由を確認する。 

〇道志村,および道志小学校

でクレソンを育てている

理由を確認する。 

〇道志村,および道志小学校

でクレソンを育てている

理由を確認する。 

〇植物を育てる際に大切な

ことを確認する。 

〇植物を育てる際に大切な

ことを確認する。 

〇植物を育てる際に大切な

ことを確認する。 

〇植物を育てる際に大切な

ことを確認する。 

〇クレソンを育てる際に大

切なことを確認する。 

〇クレソンを育てる際に大

切なことを確認する。 

〇クレソンを育てる際に大

切なことを確認する。 

〇クレソンを育てる際に大

切なことを確認する。 

  〇クレソンを栽培する際に

あると便利なものを考え

る。 

〇クレソンを栽培する際に

あると便利なものを考え

る。 

〇めあて「クレソンづくり

に役立つ発明をしよう」

を確認する。 

〇めあて「クレソンづくり

に役立つ発明をしよう」

を確認する。 

〇めあて「クレソンづくり

に役立つ発明をしよう」

を確認する。 

〇めあて「クレソンづくり

に役立つ発明をしよう」

を確認する。 

〇「水やり」をしたことを伝

える発明品を作成するこ

とを確認する。 

〇「明るさ」を伝える発明品

を作成することを確認す

る。 

〇水温を伝える発明品を作

成することを確認する。 

〇気温を伝える発明品を作

成することを確認する。 

〇スクーミーボードについ

て知る。 

〇スクーミーボードについ

て知る。 

〇スクーミーボードについ

て知る。 

〇スクーミーボードについ

て知る。 

●スピーカーを鳴らすプロ

グラミングを行う。 

●明るさをグラフに表示す

るプログラミングを行

う。 

●水温が 5℃を下回ると

LEDライトが光るプログ

ラミングを行う。 

●気温を７SEG に表示する

プログラミングを行う。 

●LEDを光らせるプログラ

ミングを行う。 

●明るさを７SEG に表示す

るプログラミングを行

う。 

 ●気温が 15℃を下回ると

LEDライトが光るプログ

ラミングを行う。 

   ●気温が 15℃以下,または

18℃以上になると LED ラ

イトが光るプログラミング

を行う。 

〇プログラミングを読み込

ませたスクーミーボード

を実際にクレソンづくり

に役立つ形に工作する。 

〇プログラミングを読み込

ませたスクーミーボード

を実際にクレソンづくり

に役立つ形に工作する。 

〇プログラミングを読み込

ませたスクーミーボード

を実際にクレソンづくり

に役立つ形に工作する。 

 

 



気温を
７SEGに表⽰する

⼩学校６年⽣

クレソンは,育ちやすい気温で育てないといけない

クレソンの⽣育適温は,
15℃〜18℃である

気温が15℃以下になったら,
知らせてくれるセンサーを作ろう

気温が,15℃以下になる

もしくは

気温が18℃以上になったら

知らせてくれる発明品を作る

気温を測るセンサーを
使う

気温が15℃以下もしくは
18℃以上になったら,
LEDが光るようにする

クレソンづくりに役⽴つ発明をしよう
(１)思考の流れ
事前学習の復習後に,クレソン栽培の際に気を付けることの中から,「気温」を選び,授業
を進めます。



冒頭では,クレソンにつ
いての事前学習を振り
返ります。

事前学習を基に,クレソ
ンづくりの際にあった
ら便利なものを考えま
す。

解決する課題が決定し
たら,スクーミーボード
を実際に動かします。

ブロックを組み合わせ
て,プログラミングをし
ます。

スクーミーボードにプ
ログラミングを書き込
み,きちんと作動するか
確認します。

部屋の中の暖かいとこ
ろや寒いところを探し
回ります。

(２)授業の様⼦

(３)スクーミーボード

授業では,「温度センサー」,「LED」,「７SEG」を使います。
・温度センサー … 温度(今回は気温)を測ることのできるセンサー
・LED … 光る
・７SEG … 数字(今回は気温)を表⽰する

オレンジ⾊のコンピューターを「スクーミーボード」
その左側についている⿊い部品を「書き込み機」といいます。

⼩学校６年⽣

７SEG LED

温度センサー



⼩学校６年⽣

➀【気温15℃以上でLEDが光る】

事前にスクーミーボードに読み込ませ
ておきます。このプログラミングを変
えていくことで,実際にクレソンの栽培
に役⽴つものにしていきます。

➁【気温を７SEGに表⽰する】

気温を表⽰し,温度センサーが正しく作
動することを確認するプログラミング
です。

③【気温を７SEGに表⽰させ,
気温15℃以下でLEDが光る】

⽣育適温外である,気温15度以下になる
と,LEDが光るプログラミングです。
その際に,気温は７SEGに表⽰します。

④【15℃以下,18℃以上でLEDが光る】

⽣育適温外である,気温15℃以下,もし
くは気温18℃以上になると,LEDが光る
プログラミングです。
その際に,気温は７SEGに表⽰します。

(４)プログラミング



6学年 プログラミング学習計画 
題材名 クレソンづくりに役立つ発明をしよう 
ねらい ・自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テク

ノロジーを用いて創造的に解決していこうとする態度を養う。 
・ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続
性への関心を高める。 

過程 時数 児童の活動内容 教師の支援 主な評価の観点・評価基準 
か 
ん 
が 
え 
る 

１ 〇クレソンを育てている理由を
確認する。 

◎ふるさとである道
志村の農業に携わ
っているというこ
とを再認識する。 

 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<思考・判断・表現> 
〇自ら課題を分析し,適切な方法で
表現しようとしている。 

〇植物を育てる際に大切なこと
を挙げる。 

 

〇クレソンの栽培に大切なこと
を確認する。 

◎具体的な数値を挙
げて掘り下げてい
く。 

〇テーマを知る。 
 「クレソンづくりに役立つ発
明をしよう」(気温) 

 

〇クレソンの栽培の際にあった
ら便利な発明品を挙げる。 

 

◎「自分たちでもでき
るが,機械に頼った
ら便利になる」とい
う視点を持たせる。 

〇スクーミーボードについて知
る。 

◎気温によって LED
ライトが光るプロ
グラミングを用い
て,仕組みを説明す
る。 

ふ 
れ 
る 

１ 〇気温を７SEG に表示するプロ
グラミングを行う。 

◎基本的な操作の仕
方を教える。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<主体的に学習に取り組む態度> 
〇課題の解決に向け,主体的・協働
的に取り組むとともに,粘り強く
最後までやり抜こうとしている。 

〇【もし～なら,でなければ】のブ
ロックを用いて,気温が15℃を
下回ると LEDライトが光るプ
ログラミングを行う。 

◎最初は,教師と一緒
に一つ一つ,プログ
ラミングする作業
を行う。 

〇【or どちらか】のブロックを
用いて,気温が 15℃以下,また
は 18℃以上になると LED ラ
イトが光るプログラミングを
行う。 

◎自ら考えてプログ
ラミングできるよ
う支援する。 

 



スクーミーボードを用いたプログラミング学習(第６学年) 

 

(１) 日時 

令和４年２月２１日(月) 第 3-4校時 

(２) 対象 

道志小学校 第６学年 

(３) 教科 

総合的な学習の時間 

(４) 教材 

スクーミーボード 

(５) ねらい 

⚫ 自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テクノロジーを用いて創造的に解決し

ていこうとする態度を養う。 

⚫ ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性への関心を高める。 
 

(６) 本時の展開 

学習 

過程 

学習内容 

(〇発問,・予想される回答,●活動内容) 

指導上の留意点 資料など 

(３分) ０． 担任の先生のお話 

クレソンの学習をしたことを確認し,それに

ついてプログラミングという視点から学習

していくことを伝えていただく。 

  

導入 １． クレソンづくりに大切なことを思い出す。   

(5分) 〇なぜ道志村ではクレソンを作っているのだろ 

  う。 

・特産品だから 

・水がきれいだから 

・なぜ学校でクレソンを作っているのかとい

う補助発問を行い,学校全体でクレソンを

作っている理由を確認する。 

・学校でクレソンづくりを行っている理由を

問い,ふるさとである道志村の農業に携わ

っているという感覚をもう一度持たせる。 

 

 

(１０分) 〇植物を育てるうえで,必要なものは何だろう。 

  ・水 

  ・日光 

  ・空気 

  ・肥料 

  ・土 

 

・植物の発芽や成長に必要なものを挙げさ

せる。 

・できるだけ多く,単語で挙げさせる。 

・ワークシート 

(７分) 〇クレソンをつくる時に気を付けることは何だろ

う。 

・直射日光を避ける必要がある 

・生育適温は,１５℃～１８℃である。 

・冬場も５℃を下回らないようにする。 

・前の問いで挙げたものをクレソンの栽培

に気を付けることとして,具体的に掘り下

げていく。 

・クレソンを栽培するにあたって,環境整備

は必要不可欠であることを確認し,気温や

・ワークシート 



・茎が伸びて葉が茂ったら随時収穫する。 日光,収穫時期など気を遣わなければい

けないことが多いことを確認する。 

・気候や環境が道志村で育てている理由

に関係していることを確認する。 

・毎日これを確認することは大変であること

を確認し,テクノロジーを用いて解決した

いという思いを引き出す。 

 

クレソンづくりに役立つ発明をしよう 

 
展開１ 

(１５分) 

２． センサーについて知り,クレソン栽培にあっ

たら便利なものを考える 

・毎回クレソンの様子を見ることは大変な

ので,コンピューターの力を借りて,便利な

ものを発明することを伝える。 

・「自分たちでもできるけど,機械に頼った

ら便利になる」という視点を持たせる。 

 

 

 〇クレソンを育てるときに,何が分かると便利だ

ろう。 

・気温→成長に適した気温かが分かる 

・水温→成長に適した水温かが分かる 

・茎の長さ→収穫時期が分かる 

・重さ→成長具合が分かる 

・味→おいしさが分かる 

・誰が使うのかを明確にする。 

 ex)１年生,自分たち,先生方 

・「○○を調べることができたらいいな」と

いう文章を示し,その理由とともに考えさ

せる。 

・すべての意見に対して反応し,児童のアイ

デアを尊重する。 

・それが分かることで,私たちは何ができる

のかまで深めたい。 

 例)寒かったら,室内に持ってくる 

    茎が長かったら収穫する 

・スクーミーボードでは,そのような便利な

発明が簡単にできることを伝える。 

・一方で,テクノロジーでも解決できない課

題もあることを伝える。 

・ワークシート 

展開２ 

(５分) 

⚫ スクーミーボードの仕組みを知ろう。  ・プログラミングされているスクーミーボー

ドを用いて,１５℃以上になると LDE ライト

が点灯することを確認する。 

・体験では,１５℃以下で LED が点灯する

プログラミングを行うため,類似したプロ

グラミングをしたボードを用いる。 

・コネクターは,LED ライト,温度センサー,７

SEG以外は使用しないため,スクーミーボ

ードにつけた状態で渡す。 

※プログラミングは,資料１ 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・温度センサー 

・LED ライト 

・７SEG 

・USBケーブル 

５分休憩 



展開３ ３． 本時は温度について学ぶことを確認する。   

(１５分) ⚫ 温度を７SEGに表示してみよう。 

気温を測定し,７SEG に表示するプログ

ラミングを行う。 

・実際は複雑なプログラミング言語を必要

とするが,スクーミーボードを使うと簡単に

プログラミングができることに気づかせ

る。 

・温度が上がると,数値も上昇することに気

づかせる。 

・すべての班の進捗状況を見ながら進め

る。 

※プログラミングは,資料２ 

 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・温度センサー 

・LED ライト 

・７SEG 

・USBケーブル 

(１０分) ⚫ 気温が１５℃を下回ると,LED ライトが光

るようにしよう。 

前時のプログラミングに,１５℃以下で

LED ライトが点灯するプログラミングを

追加する。 

・「寒かったら光る」のではなく,数値を設定

する必要があることを伝える。 

・１５℃より高温で光る方がいいのか,低温

で光る方がいいのかを考えさせる。 

・すべての班の進捗状況を見ながら進め

る。 

・完成したら,実際に正しく作動するか試

す。 

※プログラミングは,資料３ 

 

・パソコン 

・スクーミーボード

ボード 

・７SEG 

・温度センサー 

・USBケーブル 

・LED ライト 

(１５分) ⚫ 気温が１５℃以下,または１８℃以上にな

ると,ライトが点灯するようにしてみよう。 

・【and どちらも】のブロックを使用すること

を伝え,そのあとは自分で考えてプログラ

ミングをする時間をとる。 

・答え合わせの際に,児童に説明させてもよ

い。 

・完成したら,実際に正しく作動するか試

す。 

※プログラミングは,資料４ 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・温度センサー 

・LED ライト 

・７SEG 

・USBケーブル 

終結 

(５分) 

担任の先生のお話   

 

 

 

(７) 本時の評価 

⚫ 【思考力・判断力・表現力等】 

自ら課題を分析し,適切な方法で表現しようとしている。(発言・活動) 

⚫ 【学びに向かう力・人間性等】 

課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしている。(発言・活動) 

 

 

 



(８) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９) 資料 

【資料１】                                              【資料２】 

 

【資料３】                                                【資料４】 

 

 

黒板の
使えない部分
（プリントなど）

黒板の
使えない部分
（日付など）

２/２１ クレソンづくりに役立つ発明をしよう

【便利】
気温

水温

茎の長さ

重さ

味

→

→

→

→

→

センサーの
写真

センサーの
写真

センサーの
写真

センサーの
写真



⼩学校５年⽣

クレソンを育てるには,⽔が⼤切

⽔温は,⽣育適温外である
15℃以上は必要

⽔温を調べられる
センサーを作ろう

⽔温を測って

LEDが光る

発明品を作る

⽔温を測るセンサーを
使う

⽔温が15℃以下になったら
LEDが光るようにする

クレソンづくりに役⽴つ発明をしよう
(１)思考の流れ
事前学習の復習後に,クレソン栽培の際に気を付けることの中から,「⽔温」を選び,
授業を進めます。



冒頭では,クレソンにつ
いての事前学習を振り
返ります。また,どんな
発明をするかを決めま
す。

どのような発明品があ
ると便利かを考えます。

⽔温をパソコンと７
SEGに表⽰し,⽔温の変
化を読み取ります。

⽔温が15℃以下になる
とLEDが光るプログラ
ミングを⾏い,暖かい⽔
と冷たい⽔にセンサー
を⼊れて動きを確かめ
ます。

⽔温が15℃以上になる
とLEDが光るプログラ
ミングを⾏い,暖かい⽔
と冷たい⽔にセンサー
を⼊れて動きを確かめ
ます。

⽔温が15℃以下の時に
光る⽅がいいか,15℃
以上の時に光る⽅がい
いかを話し合って決め
ます。

(２)授業の様⼦

(３)スクーミーボード

授業では,「明るさセンサー」,「７SEG」,「LED」を使います。
・⽔温センサー … ⽔温を測ることのできるセンサー
・７SEG … 数字(今回は⽔温)を表⽰する
・LED … 光る

オレンジ⾊のコンピューターを「スクーミーボード」
その左側についている⿊い部品を「書き込み機」といいます。

⼩学校５年⽣

７SEG LED

⽔温センサー



⼩学校５年⽣

➀【⽔温をパソコンと７SEGに表⽰する】

⽔温をパソコンと７SEGに表⽰するプログ
ラミングを⾏い,⽔温を測る。

➁【⽔温が15℃以下でLEDが光る】

⽔温が15℃以下になるとLEDが光るプ
ログラミングを⾏い,⽔温を測って正し
く作動するか試します。

③【⽔温が15℃以上でLEDが光る】

⽔温が15℃以上になるとLEDが光るプ
ログラミングを⾏い,⽔温を測って正し
く作動するか試します。

(４)プログラミング



５学年 プログラミング学習計画 

題材名 クレソンづくりに役立つ発明をしよう 
ねらい ・自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テク

ノロジーを用いて創造的に解決していこうとする態度を養う。 
・ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続
性への関心を高める。 

過程 時数 児童の活動内容 教師の支援 主な評価の観点・評価基準 
か 
ん 
が 
え 
る 

１ 〇クレソンを育てている理由を
確認する。 

◎ふるさとである道
志村の農業に携わ
っているというこ
とを再認識する。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<思考・判断・表現> 
〇自ら課題を分析し,適切な方法で
表現しようとしている。 〇植物を育てる際に大切なこと

を挙げる。 
 

〇クレソンの栽培に大切なこと
を確認する。 

 

◎具体的な数値を挙
げて掘り下げてい
く。 

〇テーマを知る。 
 「クレソンづくりに役立つ発
明をしよう」(水温) 

 

〇クレソンの栽培の際にあった
ら便利な発明品を挙げる。 

 

◎「自分たちでもでき
るが,機械に頼った
ら便利になる」とい
う視点を持たせる。 

〇スクーミーボードについて知
る。 

◎水温によって LED
ライトが光るプロ
グラミングを用い
て,仕組みを説明す
る。 

ふ 
れ 
る 

１ 〇【もし～なら,でなければ】のブ
ロックを用いて,水温が 5℃を
下回るとLEDライトが光るプ
ログラミングを行う。 

◎最初は,教師と一緒
に一つ一つ,プログ
ラミングする作業
を行う。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<主体的に学習に取り組む態度> 
〇課題の解決に向け,主体的・協働
的に取り組むとともに,粘り強く
最後までやり抜こうとしている。 

〇【もし～なら,でなければ】のブ
ロックを用いて,水温が１5℃
を下回ると LEDライトが光る
プログラミングを行い,どちら
の際に LEDが光ると良いか話
し合う。 

◎実際に使用できる
形に工作できるよ
うに支援する。 

 



スクーミーボードを用いたプログラミング学習(第５学年) 

 

(１) 日時 

令和４年３月２３日(水) 第 3-4 校時 

(２) 対象 

道志小学校 第５学年 

(３) 教科 

総合的な学習の時間 

(４) 教材 

スクーミーボード 

(５) ねらい 

⚫ 自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テクノロジーを用いて創造的に解決し

ていこうとする態度を養う。 

⚫ ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性への関心を高める。 
 

(６) 本時の展開 

学習 

過程 

学習内容 

(〇発問,・予想される回答,●活動内容) 

指導上の留意点 資料など 

(３分) ０． 担任の先生のお話 

クレソンの学習をしたことを確認し,それに

ついてプログラミングという視点から学習

していくことを伝えていただく。 

  

導入 １． クレソンづくりに大切なことを思い出す。   

(3 分) 〇なぜ道志村では,クレソンを作っているのだろ

う。 

・特産品だから 

・水がきれいでよく育つから 

 

・なぜ学校でクレソンを作っているのかとい

う補助発問を行い,学校全体でクレソンを

作っている理由を確認する。 

・学校でクレソンづくりを行っている理由を

問い,ふるさとである道志村の農業に携わ

っているという感覚をもう一度持たせる。 

 

 

(１０分) 〇植物を育てるうえで,必要なものは何だろう。 

  ・水 

  ・日光 

  ・空気 

  ・肥料 

  ・土 

 

・植物の発芽や成長に必要なものを挙げさ

せる。 

・できるだけ多く,単語で挙げさせる。 

・ワークシート 

(7 分) 〇クレソンをつくる時に気を付けることは何だろ

う。 

・直射日光を避ける必要がある 

・生育適温は,１５℃～１８℃である。 

・冬場も５℃を下回らないようにする。 

・前の問いで挙げたものをクレソンの栽培

に気を付けることとして,具体的に掘り下

げていく。 

・クレソンを栽培するにあたって,環境整備

は必要不可欠であることを確認し,気温や

・ワークシート 



・茎が伸びて葉が茂ったら随時収穫する。 

・絶えずきれいな水が循環するようにする。 

日光,収穫時期など気を遣わなければい

けないことが多いことを確認する。 

・気候や環境が道志村で育てている理由

に関係していることを確認する。 

・毎日これを確認することは大変であること

を確認し,テクノロジーを用いて解決した

いという思いを引き出す。 

 

クレソンづくりに役立つ発明をしよう 

 
展開１ 

(８分) 

２． センサーについて知り,クレソン栽培にあっ

たら便利なものを考える 

・毎回クレソンの様子を見ることは大変な

ので,コンピューターの力を借りて,便利な

ものを発明することを伝える。 

・「自分たちでもできるが,機械に頼ったら

便利になる」という視点を持たせる。 

 

 

 〇クレソンを育てるときに,何が分かると便利だ

ろう。 

・気温→成長に適した気温かが分かる 

・水温→成長に適した水温かが分かる 

・茎の長さ→収穫時期が分かる 

・重さ→成長具合が分かる 

・味→おいしさが分かる 

・誰が使うのかを明確にする。 

 ex)１年生,自分たち,先生方 

・「○○を調べることができたらいいな」と

いう文章を示し,その理由とともに考えさ

せる。 

・すべての意見に対して反応し,児童のアイ

デアを尊重する。 

・それが分かることで,私たちは何ができる

のかまで深めたい。 

 例)寒かったら,室内に持ってくる 

    茎が長かったら収穫する 

・スクーミーボードでは,そのような便利な

発明が簡単にできることを伝える。 

・一方で,テクノロジーでも解決できない課

題もあることを伝える。 

・ワークシート 

展開２ 

(７分) 

３． 本時は水温について学ぶことを確認する。 

⚫ スクーミーボードの仕組みを知ろう。 

・プログラミングされているスクーミーボー

ドを用いて,パソコンと７SEG で水温を確

認する。  

・実際は,水温が１５℃より低いと LED が点

灯するプログラミングを行うため,類似し

たプログラミングをしたボードを用いる。 

・コネクターは,LED ライト,水温センサー,７

SEG 以外は使用しないため,スクーミーボ

ードにつけた状態で渡す。 

・事前に日なたに置いておいた水と,水道

から汲んできた水の温度を比べることで,

・パソコン 

・スクーミーボード 

・水温センサー 

・LED ライト 

・７SEG 

・USB ケーブル 



数字やグラフの大きな変革を確認させた

い。 

※プログラミングは,資料１ 

５分休憩 

(１０分) ⚫ 水温が１５℃を下回ると,LED ライトが光

るようにしよう。 

前時のプログラミングに,水温が１５℃以

下で LED ライトが点灯するプログラミン

グを追加する。 

・「冷たかったら光る」のではなく,数値を設

定する必要があることを伝える。 

・すべての班の進捗状況を見ながら進め

る。 

・完成したら,実際に正しく作動するか試

す。 

※プログラミングは,資料２ 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・水温センサー 

・LED ライト 

・７SEG 

・USB ケーブル 

 

(15 分) ⚫ 水温が 15℃を上回ると,LED が光るよう

にしましょう。 

 

・前のプログラミングを少し変更するだけで

あり,簡単に行えることを確認する。 

・方法としては,➀LED ブロックを入れ替え

る,➁「光る」「光らない」を入れ替える,③

エリアの不等号を逆にする。などが挙げら

れる。 

※プログラミングは,資料 3 

 

(1０分) 〇15℃以上,15℃以下どちらで LED が光ると

いいか考えよう。 

・１，２年生が使うという視点を持たせ,どち

らが良いか考えさせる。 

・プログラミングを変える必要がある場合

は,変更する。 

 

(１０分) 担任の先生のお話   

 

(７) 本時の評価 

⚫ 【思考力・判断力・表現力等】 

自ら課題を分析し,適切な方法で表現しようとしている。(発言・活動) 

⚫ 【学びに向かう力・人間性等】 

課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしている。(発言・活動) 

 

(８) 板書計画 

 

  

9/14 クレソンづくりに役立つ発明をしよう

〇なぜクレソンづくりをしている？
・特産品だから
・水がきれいだから

〇植物を育てるうえで、ひつようなもの
・水 → きれい、15℃くらい
・日光 → 直射日光×
・空気 → 酸素
・肥料
・土

〇何が分かると便利？
・気温
・水温
・茎の長さ
・水を自動であげる
・重さ
・味

〇１，２年生のための発明をしよう



 

(９) 資料 

【資料１】                                              【資料２】 

 

 

【資料 3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１０) ワークシート 

別紙 



⼩学校４年⽣

クレソンは,明るい場所を好む

直射⽇光は
避けなければならない

明るさを調べられる
センサーを作ろう

明るさを測って

表⽰できる

発明品を作る

明るさを測るセンサーを
使う

明るさを
７SEGに表⽰する

クレソンづくりに役⽴つ発明をしよう
(１)思考の流れ
事前学習の復習後に,クレソン栽培の際に気を付けることの中から,「明るさ」を選び,
授業を進めます。



冒頭では,クレソンにつ
いての事前学習を振り
返ります。また,どんな
発明をするかを決めま
す。

ブロックを組み合わせ
て,プログラミングをし
ます。

明るさをグラフに表⽰
して,その変化を読み取
ります。

教室内で,明るい場所や
暗い場所を探し回りま
す。

１，２年⽣が実際にク
レソンづくりで使える
ように,⼯作をして,ス
クーミーボードを保護
します。

７SEGに屋根をつける
など,各⾃⼯夫して⼯作
に取り組みます。

(２)授業の様⼦

(３)スクーミーボード

授業では,「明るさセンサー」,「７SEG」を使います。
・明るさセンサー… 明るさを測ることのできるセンサー
・７SEG … 数字(今回は明るさ)を表⽰する

オレンジ⾊のコンピューターを「スクーミーボード」
その左側についている⿊い部品を「書き込み機」といいます。

⼩学校４年⽣

７SEG

明るさセンサー



⼩学校４年⽣

➀【明るさをパソコンに表⽰する】

明るさをパソコンに表⽰するプログラ
ミングを⾏い,教室内の明るい場所を探
します。

➁【明るさをグラフに表⽰する】

明るさをグラフに表⽰するプログラミ
ングを⾏い,教室内の明るい場所を探し
ます。

③【明るさを７SEGに表⽰する】

明るさを７SEGに表⽰するプログラミ
ングを⾏い,教室内の明るい場所を探し
ます。

(４)プログラミング



４学年 プログラミング学習計画 
題材名 クレソンづくりに役立つ発明をしよう 
ねらい ・自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テク

ノロジーを用いて創造的に解決していこうとする態度を養う。 
・ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続
性への関心を高める。 

過程 時数 児童の活動内容 教師の支援 主な評価の観点・評価基準 
か 
ん 
が 
え 
る 

１ 〇クレソンを育てている理由を
確認する。 

◎ふるさとである道
志村の農業に携わ
っているというこ
とを再認識する。 

 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<思考・判断・表現> 
〇自ら課題を分析し,適切な方法で
表現しようとしている。 

〇植物を育てる際に大切なこと
を挙げる。 

 

 

〇クレソンの栽培に大切なこと
を確認する。 

 

◎具体的な数値を挙
げて掘り下げてい
く。 

 
〇テーマを知る。 
 「クレソンづくりに役立つ発
明をしよう」(明るさ) 

 

 

〇スクーミーボードについて知
る。 

◎明るさがパソコン
に表示されるプロ
グラミングを用い
て,仕組みを説明す
る。 

 

ふ 
れ 
る 

１ 〇明るさをグラフに表示するプ
ログラミングを行う。 

 
〇明るさを７SEG に表示するプ
ログラミングを行う。 

 

◎最初は,教師と一緒
に一つ一つ,プログ
ラミングする作業
を行う。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<主体的に学習に取り組む態度> 
〇課題の解決に向け,主体的・協働
的に取り組むとともに,粘り強く
最後までやり抜こうとしている。 

〇プログラミングを読み込ませ
たスクーミーボードを実際に
クレソン栽培の際に役立つ形
に工作する。 

◎実際に使用できる
形に工作できるよ
うに支援する。 

 
 



スクーミーボードを用いたプログラミング学習(第４学年) 

 

(１) 日時 

令和４年２月２４日(木) 第５-６校時 

(２) 対象 

道志小学校 第４学年 

(３) 教科 

総合的な学習の時間 

(４) 教材 

スクーミーボード 

(５) ねらい 

⚫ 自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テクノロジーを用いて創造的に解決し

ていこうとする態度を養う。 

⚫ ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性への関心を高める。 
 

(６) 本時の展開 

学習 

過程 

学習内容 

(〇発問,・予想される回答,●活動内容) 

指導上の留意点 資料など 

(２分) ０． 担任の先生のお話 

クレソンの学習をしたことを確認し,それに

ついてプログラミングという視点から学習

していくことを伝えていただく。 

  

導入 １． クレソンづくりに大切なことを思い出す。   

(5分) 〇なぜ道志村ではクレソンを作っているのだろ 

  う。 

・特産品だから 

・水がきれいだから 

・なぜ学校でクレソンを作っているのかとい

う補助発問を行い,学校全体でクレソンを

作っている理由を確認する。 

・学校でクレソンづくりを行っている理由を

問い,ふるさとである道志村の農業に携わ

っているという感覚をもう一度持たせる。 

 

 

(８分) 〇植物を育てるうえで,必要なものは何だろう。 

  ・水 

  ・日光 

  ・空気 

  ・肥料 

  ・土 

 

・植物の発芽や成長に必要なものを挙げさ

せる。 

・できるだけ多く,単語で挙げさせる。 

・ワークシート 

(５分) 〇クレソンをつくる時に気を付けることは何だろ

う。 

・直射日光を避ける必要がある 

・生育適温は,１５℃～１８℃である。 

・冬場も５℃を下回らないようにする。 

・前の問いで挙げたものをクレソンの栽培

に気を付けることとして,具体的に掘り下

げていく。 

・クレソンを栽培するにあたって,環境整備

は必要不可欠であることを確認し,気温や

・ワークシート 



・茎が伸びて葉が茂ったら随時収穫する。 日光,収穫時期など気を遣わなければい

けないことが多いことを確認する。 

・気候や環境が道志村で育てている理由

に関係していることを確認する。 

・毎日これを確認することは大変であること

を確認し,テクノロジーを用いて解決した

いという思いを引き出す。 

 

クレソンづくりに役立つ発明をしよう 

 
展開１ 

(２０分) 

⚫ 本時は明るさについて学ぶことを確認す

る。 

⚫ スクーミーボードの仕組みを知ろう。  

⚫ 明るさをパソコンに表示してみよう。 

・パソコンの画面に明るさが表示されるプ

ログラミングを行い,教室内で明るい場所

を探す。 

※プログラミングは,資料１ 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・明るさセンサー 

・７SEG 

・USBケーブル 

５分休憩 

(10分) ⚫ 明るさのグラフを作成してみよう。 

明るさを測定し,それをグラフに表示する 

・実際は複雑なプログラミング言語を必要

とするが,スクーミーボードを使うと簡単に

プログラミングができることに気づかせ

る。 

・当たる光が多くなると,数値も上昇するこ

とに気づかせる。 

・手でセンサーを隠したり,明るい場所を探

したりして,グラフの変化を読み取らせる。 

※プログラミングは,資料２ 

 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・明るさセンサー 

・７SEG 

・USBケーブル 

(７分) ⚫ 明るさを７SEGに表示してみよう。 ・完成したら,実際に正しく作動するか試

す。 

※プログラミングは,資料３ 

 

 

 

展開２ 

(２７分) 

⚫ 工作をして,実際に使ってみよう。 

プログラミングを読み込ませたスクーミー

ボードを実際にクレソン栽培の際に役立

つ形に工作する。 

・どのような形にするといいのかを机間巡

視の際に児童と話し合って決める。 

・刃物の使用があるので,安全に十分注意

して作業を見回る。 

・段ボール 

・厚紙 

・ガムテープ 

・段ボールカッター 

・ハサミ 

・カッター 

油性ペン 

終結 

(１分) 

担任の先生のお話   

 

 

 



 

(７) 本時の評価 

⚫ 【思考力・判断力・表現力等】 

自ら課題を分析し,適切な方法で表現しようとしている。(発言・活動) 

⚫ 【学びに向かう力・人間性等】 

課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしている。(発言・活動) 

 

 

(８) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９) 資料 

【資料１】                                              【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒板の
使えない部分
（プリントなど）

黒板の
使えない部分
（日付など）

２/２１ クレソンづくりに役立つ発明をしよう

【便利】
気温

水温

茎の長さ

重さ

味

→

→

→

→

→

センサーの
写真

センサーの
写真

センサーの
写真

センサーの
写真



⼩学校３年⽣

クレソンは,きれいな⽔が必要

⽔やりを忘れてしまう

⽔やりをしたかどうか
知らせるセンサーを作ろう

⽔やりをしたら

センサーをタッチし

LEDが光る発明品を作る

⽔やりをしたらタッチする
センサーを使う

タッチしたら,
LEDが光るようにする

クレソンづくりに役⽴つ発明をしよう
(１)思考の流れ
事前学習の復習後に,クレソン栽培の際に気を付けることの中から,「⽔やり」を選び,授
業を進めます。



冒頭では,クレソンにつ
いての事前学習を振り
返ります。また,どんな
発明をするかを決めま
す。

プログラミングを⾏い,
⽔やりをしたことを,光
か⾳どちらで伝えれば
よいか実験します。

⾳を組み合わせて,メロ
ディーを作るなど,ス
ピーカーの鳴り⽅を⼯
夫していきます。

点滅させるなど,LEDの
光り⽅を⼯夫していき
ます。

１，２年⽣が実際にク
レソンづくりで使える
ように,⼯作をして,ス
クーミーボードを保護
します。

どのようなセンサーな
のか説明を書いたり、
絵をかいたりして、発
明品を完成させていき
ます。

(２)授業の様⼦

(３)スクーミーボード

授業では,「スピーカー」「LED」を使います。
・LED … 光る
・スピーカー … 鳴る

オレンジ⾊のコンピューターを「スクーミーボード」
その左側についている⿊い部品を「書き込み機」といいます。

⼩学校３年⽣

事前に準備するボードでは,「明るさセンサー」,「LED」,「タッチセ
ンサー」を使います。
・明るさセンサー… 明るさを測ることのできるセンサー
・LED … 光る
・タッチセンサー… センサーに触れたら数値が0から1に変化する

オレンジ⾊のコンピューターを「スクーミーボード」
その左側についている⿊い部品を「書き込み機」といいます。

LEDスピーカー

LED

明るさセンサー
タッチ
センサー



⼩学校３年⽣

➀【タッチしたらLEDが光り,
夜になったら消える】

このプログラミングは複雑であるため,
事前に授業では⽤いないスクーミー
ボードに読み込ませておきます。
プログラミングは,URLより取得可能で
す。

➁【LEDが光る】

LEDが光るプログラミングです。

③【スピーカーを鳴らす】

スピーカーを鳴らすプログラミングで
す。

④【LEDを点滅させる】

LEDの光が点滅するプログラミングで
す。点滅の間隔も調整できます。

(４)プログラミング



⼩学校３年⽣

⑤【スピーカーでメロディーを鳴らす】

様々な⾳を出して,メロディーを鳴らすプ
ログラミングです。
⾳の⻑さや⾼さを変更できます。



３学年 プログラミング学習計画 
題材名 クレソンづくりに役立つ発明をしよう 
ねらい ・自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テク

ノロジーを用いて創造的に解決していこうとする態度を養う。 
・ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続
性への関心を高める。 

過程 時数 児童の活動内容 教師の支援 主な評価の観点・評価基準 
か 
ん 
が 
え 
る 

１ 〇クレソンを育てている理由を
確認する。 

◎ふるさとである道
志村の農業に携わ
っているというこ
とを再認識する。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<思考・判断・表現> 
〇自ら課題を分析し,適切な方法で
表現しようとしている。 〇植物を育てる際に大切なこと

を挙げる。 
 

〇クレソンの栽培に大切なこと
を確認する。 

◎具体的な数値を挙
げて掘り下げてい
く。 

〇テーマを知る。 
 「クレソンづくりに役立つ発
明をしよう」(水やり) 

 

〇スクーミーボードについて知
る。 

◎明るさがパソコン
に表示されるプロ
グラミングを用い
て,仕組みを説明す
る。 

〇水やりをしたことを伝えるた
めの発明品を考える。 

◎LED ライトを光ら
せたり,スピーカー
を鳴らしたりして,
最適な方法を考え
る。 

ふ 
れ 
る 

１ 〇水やりをしたことを伝えると
きに,LED とスピーカーどち
らを用いればいいだろうか。 
〇スピーカーを鳴らすプログラ
ミングを行う。 
〇LED を光らせるプログラミン
グを行う。 

◎最初は,教師と一緒
に一つ一つ,プログ
ラミングする作業
を行う。 

◎思考・判断・表現, 
主体的に学習に取り組む態度 

<主体的に学習に取り組む態度> 
〇課題の解決に向け,主体的・協働
的に取り組むとともに,粘り強く
最後までやり抜こうとしている。 

〇プログラミングを読み込ませ
たスクーミーボードを実際に
クレソン栽培の際に役立つ形
に工作する。 

◎実際に使用できる
形に工作できるよ
うに支援する。 

 



スクーミーボードを用いたプログラミング学習(第３学年) 

 

(１) 日時 

令和４年３月３日(木) 第５-６校時 

(２) 対象 

道志小学校 第３学年 

(３) 教科 

総合的な学習の時間 

(４) 教材 

スクーミーボード 

(５) ねらい 

⚫ 自ら見出した課題を,プログラミングで解決することを通して,今後も諸問題に目を向け,テクノロジーを用いて創造的に解決し

ていこうとする態度を養う。 

⚫ ふるさとのことを知り,その農業に参画したという経験を通して,地域の活性化や農業の持続性への関心を高める。 
 

(６) 本時の展開 

学習 

過程 

学習内容 

(〇発問,・予想される回答,●活動内容) 

指導上の留意点 資料など 

(２分) ０． 担任の先生のお話 

クレソンの学習をしたことを確認し,それに

ついてプログラミングという視点から学習

していくことを伝えていただく。 

  

導入 １． クレソンづくりに大切なことを思い出す。   

(５分) 〇なぜ道志村ではクレソンを作っているのだろ 

  う。 

・特産品だから 

・水がきれいでよく育つから 

・なぜ学校でクレソンを作っているのかとい

う補助発問を行い,学校全体でクレソンを

作っている理由を確認する。 

・学校でクレソンづくりを行っている理由を

問い,ふるさとである道志村の農業に携わ

っているという感覚をもう一度持たせる。 

 

 

(１０分) 〇植物を育てるうえで,必要なものは何だろう。 

  ・水 

  ・日光 

  ・空気 

  ・肥料 

  ・土 

・植物の発芽や成長に必要なものを挙げさ

せる。 

・できるだけ多く,単語で挙げさせる。 

・理科の学習をしていないため,「何がない

と育たないのだろう」などヒントを出して考

えさせたい。 

 

・ワークシート 

(５分) 〇クレソンをつくる時に気を付けることは何だろ

う。 

・直射日光を避ける必要がある 

・生育適温は,１５℃～１８℃である。 

・冬場も５℃を下回らないようにする。 

・前の問いで挙げたものをクレソンの栽培

に気を付けることとして,具体的に掘り下

げていく。 

・クレソンを栽培するにあたって,環境整備

は必要不可欠であることを確認し,気温や

 



・茎が伸びて葉が茂ったら随時収穫する。 

・絶えずきれいな水が循環するようにする。 

日光,収穫時期など気を遣わなければい

けないことが多いことを確認する。 

・気候や環境が道志村で育てている理由

に関係していることを確認する。 

・毎日これを確認することは大変であること

を確認し,テクノロジーを用いて解決した

いという思いを引き出す。 

 

クレソンづくりに役立つ発明をしよう 

 
展開１ 

(１０分) 

⚫ 本時は「水やり」に対する課題を解決し

ていくことを確認する。 

〇水やりをしたことをどうやって人に伝えたらい

いだろう 

  ・言葉で伝える(叫ぶ) 

  ・文字で伝える(黒板に書く) 

  ・何か目印をつける 

・実際に使うスクーミーボードは,事前にパ

ソコンにプログラミングを完成させておく。 

※プログラミングは,資料１ 

SchooMy ホームページよりダウンロー

ド可能 

・きれいな水が必要なので,毎日水やりを

忘れずにする必要があるが,忘れてしまう

かもという課題感を持たせる。 

・言葉や文字で伝えると,伝わらなかったり,

忘れてしまったりすることがあるため,目印

をつけるという方向にもっていく。 

 

 

(13 分) 〇音と光,どちらの目印がいいだろうか 

⚫ LED を光らせてみよう 

⚫ スピーカーを鳴らしてみよう 

・音は,授業中などに鳴っているとうるさい

ので,光の方がいいことに気づかせる。 

※LED を光らせるプログラミングは,資料２ 

※スピーカーを鳴らすプログラミングは、資

料３ 

・進行状況を見て,LED を点滅させるプロ

グラミングや、様々な音階の音を出すプロ

グラミングを行ってもよい。 

※LED を点滅させるプログラミングは、資

料４ 

※様々な音階の音を出すプログラミング

は,資料５ 

・パソコン 

・スクーミーボード 

・LED 

・スピーカー 

５分休憩 

展開２ 

(４０分) 

⚫ 工作をして,実際に使ってみよう。 

プログラミングを読み込ませたスクーミー

ボードを実際にクレソン栽培の際に役立

つ形に工作する。 

・スクーミーボードを守るために,どのような

形にするといいのかを机間巡視の際に児

童と話し合って決める。 

・刃物の使用があるので,安全に十分注意

して作業を見回る。 

・事前にスクーミーボードの型を抜いた厚

紙を用意しておくとよい。 

・厚紙 

・ガムテープ 

・ハサミ 

・油性ペン 



終結 

(５分) 

担任の先生のお話   

 

(７) 本時の評価 

⚫ 【思考力・判断力・表現力等】 

自ら課題を分析し,適切な方法で表現しようとしている。(発言・活動) 

⚫ 【学びに向かう力・人間性等】 

課題の解決に向け,主体的・協働的に取り組むとともに,粘り強く最後までやり抜こうとしている。(発言・活動) 

 

(８) 板書計画 

 

 

 

(９) 資料 

【資料１】                                              【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】                                               【資料４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

    クレソンづくりに役立つ発明をしよう

〇植物を育てるうえで 必要なものは何だろう。

・水
・日光
・空気
・ り う
・土
・温度
・ 養

〇クレソンをつくる時に気を付けることは何だろう。

・ち くし 日光をさける。
・１５ ～１８ で育てる。
・冬場も５ を下回らないようにする。
・くきがのびて葉がしげったら、し うかくする。
・きれいな水をあげる。



【資料５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１０) ワークシート 

別紙 

 

 



LED
→光る

スピーカー
→音が鳴る
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スクーミーボー
ド

LED スピーカー 7SEG 振動モーター サーボモー
ター

フルカラー
LED

LEDテープ

プロペラモー
ター

MP3 ポンプ OLED 距離センサー 明るさセン
サー

タッチセン
サー

スイッチ

温度センサー 磁気センサー 圧力センサー 音センサー 振動スイッチ 水温センサー 土壌水分セン
サー

気圧センサー

湿度センサー 水流センサー 雨センサー 加速度セン
サー

ブレッドボー
ド

USBAコネク
ター

3
1

2
4赤外線送信セン

サー
赤外線受信セ
ンサー

ラインナップ（現在100種類のコネクターがあります）

HP：https://schoomy.com
MAIL：go@schoomy.com


